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③ 対策案 3 低価格 360°アクションカメラの活用 

市販の 360°アクションカメラ（GPS 付き）を用い、付属アプリなどで地図と 360

度画像を確認し、確認結果を ArcGIS などの GIS ソフトを用いて筆ポリゴンに入力

する。（または専用アプリケーションを開発する。） 

 

 

図 2.2.4-5 対策案 3 のイメージ図 

 

 

c． 実用化に向けた提言とりまとめ 

対策案 1～3 を比較しトレードオフを行った結果を以下に示す。 

 

表 2.2.4-3 対策案の比較 

 

 

また、筆ポリゴンを活用することで、車載カメラを活用した MMS など、地上を精

緻に観測可能なツールから取得したデータを GIS ソフトを用いて容易に整理可能で

あることが分かった。また、クラウド型 GIS であれば、入手したデータを関係者間

で迅速に共有することも容易であることが確認できた。 

これらのことから、実用化に向けた提言として、農作物の作付確認や被害発生時

の状況把握など、業務の内容や予算、システムの視認性、筆ポリゴンとのリンクの

容易さ等を総合的に勘案した上で、最適な対策案を選定することを提案する。 
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図 2.2.4-6 MMS データ等を活用した農作物の作付け状況等把握システムの運用イメージ 

 

2．3 スマートフォンアプリを活用した農作業労働時間把握手法の検討 

2．3．1 年間計画の作成 

スマートフォンアプリを活用した農作業労働時間把握手法の検討に係る年間計画（表

2.3.1-1）を作成し、進捗管理を実施した。 

 

表 2.3.1-1 スマートフォンアプリを活用した農作業労働時間把握手法の検討 

年間作業計画 

 

 

2．3．2 農業経営管理サービスの調査、実証実験に用いるサービスの検討等 

(1) 農業経営管理サービスの調査 

国内の代表的な農業経営管理サービスを調査し、作業記録機能の有無について確認す

るとともに、統計部が設置している「農業経営管理ソフト等と連携した調査の効率化に

関する協議会」の参加企業と製品を参考に、実証実験に用いるサービスの候補を 3 製品

（アグリノート、NEC 生産原価データ活用サービス、フェースファーム生産履歴）に絞



20 

 

り込んだ。 

 

表 2.3.2-1 主な農業経営管理サービスと機能 

 

 

表 2.3.2-2 協議会参加企業の製品と機能 

 

絞り込んだ 3 製品の中から、下記の理由によりウォーターセル株式会社のアグリノー

トを実証実験に用いるサービスとして選定した。 

 農業経営管理ソフト等と連携した調査の効率化に関する協議会に参加 

 農作業労働時間把握に利用できることが確認済み 

 契約者数一万数千件という豊富な実績 

 本実証実験への積極的な協力 

 契約者からモニターを募集可能（過去に遡って検証可能） 
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図 2.3.2-1 アグリノート概要 

 

2．3．3 実証実験の実施 

アグリノートの既存ユーザより、作業時間の入力実績が十分にあり、本事業の協力に

理解のあるヘビーユーザー（生産法人）を有意に 5 経営体選定し、モニター協力の依頼

を行った。 

モニターからは本実証の利用目的に限定したデータの利用（分析）について承諾を得

たので、各法人からアグリノートに登録済の 2019 年度、2020 年度の作業時間記録に係

るデータの提供を受け、集計・分析を行った。 

 

(1) 受領データのサマリ 

モニターから収集したデータの集計結果を以下に示す。 
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(2) モニター別作業時間と統計データの比較・評価 

統計調査作業項目に合わせて集計したモニターの作業時間と、農業経営統計調査（令

和元年度）の同等の作付規模階層データの比較を行った。 

a． 生産組織別作業時間比較 
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b． 10a あたりの労働時間比較 

モニターの労働時間と、担当部署から共有された 10a あたりの統計データに対す

る比較・評価を行った。 
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表 2.3.3-1 担当部署から提供された統計データ 
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